










レッドとリットと３杯のお茶







　ゾルタンの東にそびえる大山脈、〝世界の果ての壁〟の向こう側には、暗黒大陸の勢力との戦争を続ける戦士の国ヒスイ王国がある。

　詩人曰く。

　ヒスイ王国のとある将軍がモンスター狩りを終えた時の話だ。

　将軍が帰りに修道院で休んでいた所、若い修行僧がお茶を運んできた。

　最初の１杯はぬるいお茶を、２杯目は程よい温度、３杯目は舌が火傷するほど熱いお茶を出した。

　将軍は茶を飲み終わると、修行僧のお茶を大層褒めて彼を自分の配下に加えたという。

　……つまりどんな温度でも美味しいお茶という東方の神秘を表現した歌である……と詩人は言っていた。

　正直どこか間違って伝わってる気がする……が、とにかく東方のお茶はその希少性や独自性から高値で取引され、大望を抱く商人は〝世界の果ての壁〟を超える危険な交易ルートを進み極東を目指すのだ。




　　　　☆☆




「で、これがそのヒスイ王国のお茶だとさ」

　俺はそう言って、茶葉の入った袋をテーブルに置いた。

「ヒスイ王国のお茶がなんでゾルタンに？」

　リットはもっともな疑問を口にする。

　俺は袋の紐を解きながら答えた。

「俺がゾルタンに来たばかりの頃に受けた仕事でね。依頼人はニールっていう男で……まぁ良く言えば一攫千金を夢見る商人」

「それ、良く言ってるの？」

「あはは、で、その依頼内容がヒスイ王国から持ち出してきたお茶の苗木の育てたかを調べてほしいって内容だ」

「でも、なんで冒険者のレッドにお茶の育て方を？」

「この依頼の前にたまたま俺が農法を知っていた農作物の病害を解決したことがあってね、それを聞きつけたみたいだ」

「なるほど、レッドの知識は幅広いもんね」

　リットはなぜか自慢げに胸を張っている。

「で、まぁ俺も東方のお茶の木の育て方なんて知らないから最初は断ったんだけど……専門家を雇うほどの金はないからと懇願こんがんされてね。それに俺も興味があったから手伝うことにしたんだ」

　依頼料は正直安かったが、植物学についての知識を整理するきっかけとなった。

　結果的には良い仕事だっただろう。

「それでついに茶葉が収穫できたから、こうして分けてもらえたんだ」

　リットは香りを嗅いでから、首をひねる。

「私も詳しいわけじゃないけど……確か東方のお茶って茶葉を収穫できるまで数年かかるって聞いたような」

「……やっぱり？」

　俺は苦笑した。

　まぁ予想していたことだ。

　ニールのやつは東方から来た船乗りからほぼ全財産と引き換えに買ったと言っていたが……希少な交易品の苗木なんて簡単に手に入るなんてありえないだろう。

　だけど。

「香りはいい、味もニールはすごく良かったと笑っていたよ」

「だったら、これがどこのお茶であれ良いモノね！」

　リットは楽しそうに笑って、茶葉の香りを楽しんでいる。

　嗜好品とは生きていくのに必要というものではない。

　それでも人は、生きていくための糧を差し出し、必要でないはずの嗜好品を手に入れる。

　きっとそれはこうして笑顔で過ごせる時間を得るためなのだろう。

「それじゃあ、早速お茶を淹れてみよう」

「うん！　楽しみにしてるね！」

　俺は立ち上がり、キッチンへと向かった。




　　　　☆☆




　白い湯気と共に少しツンとする爽やかな香りがする。

「これは東方のお茶じゃないな」

「だね」

　話に聞く東方のお茶とはかけ離れた南国風の香りだ。

　俺達は苦笑しながら、コップを手にとった。

「ゾルタンのグリーンティーとはまた違った、爽快感のある味だな」

「うん、つまり今回もレッドの淹れてくれたお茶は美味しい」

　リットはそう言って首の赤いバンダナで口元を隠して笑う。

「レッドの育てたお茶だものね。美味しいはずだよ」

「俺はアドバイスだけだよ、これはニールのやつが真面目に育てたお茶だ」

　楽して儲けることばかり考えていたニール。

　俺がゾルタンに来る前にも様々な儲け話に手を出しては失敗していたという。

「東方のお茶でないという意味なら今回もニールの儲け話は失敗だが」

「これが東方のお茶でないと判断できるのは私達くらいじゃないかな」

「そうだな。なぁ商売に詳しいリットから見て、これはいけると思うか？」

「うん、これがゾルタンには無いお茶だということは本当だもの。味も香りも異国情緒があるし、欲しがる人達はかなりいるはず」

「じゃあ、ニールのやつはまだまだ笑顔で、毎日真面目にお茶の木の世話をできるわけだ」

　みんなが笑顔になるなら、俺達も辺境ゾルタンのおおらかさに従い知らぬふりをしよう。

　このお茶が美味しいのは間違いないのだから。

　俺達は笑い合いながらお茶を飲み、すぐにコップは空になった。

「茶葉は３回くらいまでいけるらしいけど、おかわりはどうする？」

「欲しい！」

「分かった」

　リットの嬉しそうな顔を見て、俺も顔を綻ばせるとまた台所へと向かっていった。




　　　　☆☆




　トレイを持って戻ってみると、リットの席の位置が変わっている。

「早く早く！」

　リットは俺の正面の席から、俺の隣の席へと移動していた。

「さっきはレッドの顔を見ながらお茶を飲みたい気分だったけど、二杯目はレッドのすぐ側で飲みたい気分なの」

「そういうものなのか」

　そう言われれば、俺もそんな気分な気がする。

　俺はテーブルのお茶の入ったカップを置くと、リットの隣に座った。

　リットはぐいっと身体を寄せて、肩を触れ合わせながらコップを手に持った。

「ふぅ、二杯目も美味しい」

　リットの吐息が俺の頬をくすぐった。

「えへへ、レッドが赤くなっているのは温かいお茶を飲んだから？」

「多分ね」

　俺は照れ隠しに笑うと、リットはニヤニヤと顔を緩ませ、俺の方へ身体をギュウギュウと押し付ける。

　俺が照れるのを楽しんでいるようだ……自分の顔も赤くなってきたのに。

「このお茶は本当にいいお茶だよ」

「ん？　そこまで気に入ったのか」

「だって、こうしてレッドと一緒に飲めて幸せな気分になれるもん」

「あはは、でもリットはこのお茶じゃなくても、俺と一緒にいるときはそんな顔をしているよ」

「だったらこのレッドのいるゾルタンには幸せが一杯溢れてるんだね」

「確かに……俺もリットのいるゾルタンには幸せが沢山溢れているな」

　言ってからお互い照れ隠しに笑う。

　揺れるリットの金色の髪も空色の瞳も、とても綺麗で幸せだった。

　２杯目のお茶も飲み終わり、俺は三度立ち上がる。

「３回はお茶が出るらしいけど、３杯目はどうする？」

「ここでそろそろお茶菓子がほしい」

「あはは、分かったよ」

　確かに、次はクッキーをつまみながらゆっくり飲むのもいいだろう。

「ぬふふ」

　リットがなにか企んでいる表情をしている。

　同じお茶なのに、リットと一緒に飲むといつも楽しい驚きがあって飽きない。

　俺は口元が緩むのを自覚しながら、お茶を淹れに行った。

　やはり、ニールを手伝って良かった、これは良いお茶だ。




　　　　☆☆




「このクッキー美味しい！　ほらレッドも食べて、あーん」

　お茶と一緒に食べた今日のクッキーは、いつもより甘くそして美味しい気がした。
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